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編著者◉土浦一高哲学部
茨城県立土浦第一高等学校におい
て2025年に創部。
高校生自ら主催する、市民を交えた
哲学カフェを中心に、哲学書読書会
哲学史勉強会・哲学コラム執筆・哲
学散歩など、対話を重視した活動を
行なっている。
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「なんというエポックメイキングで、胸が踊る書物の誕生か。当たり前
を問う哲学、それを若者たちが純粋に実践したとき、私たちの思考空
間が揺り動かされ、未知の化学反応が生み出されていくはずだ。ワク
ワクしかない」

一ノ瀬正樹（哲学者。東京大学名誉教授）

この時代にこそ、対話が必要だ
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　日本は哲学不毛の地ともいわれますが、今や各地で哲学カフェが開かれ、
子ども哲学に関する本も様々出版されるようになりました。そんな世相の中で、
高校生みずから立ち上げ、学内にとどまらず、大人や地域社会を巻き込んでい
る哲学カフェがあります。
　この本は、哲学部として活動を続ける高校生たちによって書き上げられまし
た。私たち大人が忘れてしまった感性に、ほんの少しだけ立ち止まってみては
いかがでしょうか。
　大人もティーンエイジャーも、彼ら彼女らのみずみずしい感性の中に見つけ
られるなにかが必ずある。そんな本になりました。
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